
た
。
舞
鶴
港
に
入
っ
た
の
は
七
月
一
日
の
夕
方
近
く
。
上
陸
は
高

砂
丸
、
信
濃
丸
は
翌
朝
上
陸
し
た
。

動
物
扱
い
の
一
年
有
余　 

千
葉
県
　
土
橋
治
吉
　 

終
戦
時
、
私
は
朝
鮮
の
感
興
の
市
内
の
学
校
に
駐
屯
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
現
役
兵
と
し
て
北
支
派
遣

軍
要
員
と
し
て
上
野
一
本
松
広
場
に
集
合
、
十
二
月
四
日
芝
浦
港

出
帆
、
十
二
月
七
日
北
支
山
東
省
青
島
港
上
陸
、
二
日
後
に
済
南

の
南
泰
安
県
泰
安
の
部
隊
第
五
十
九
師
団
独
立
歩
兵
第
四
十
五
大

隊
第
四
中
隊
に
入
隊
、
鉄
道
警
備
の
か
た
わ
ら
第
一
期
の
教
育
完

了
と
同
時
に
、
北
支
、
中
支
に
転
戦
五
十
三
回
、
こ
の
間
に
旅
団

長
、
軍
司
令
官
大
将
の
伝
令
長
の
勤
務
に
服
す
。
こ
の
と
き
、
陸

軍
曹
長
を
拝
命
し
て
い
た
。
天
皇
陛
下
の
御
為
に
死
を
覚
悟
し

て
、
ま
た
軍
人
勅
論
五
カ
條
の
誓
文
を
精
神
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。終
戦
の
と
き
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
終
戦
の
と
き
、
な
ぜ
感
興

に
い
た
の
か
と
い
う
と
、
昭
和
十
九
年
初
め
に
私
た
ち
は
第
十
二

軍
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
て
近
衛
兵
と
し
て
皇
居
を
守
備
す
る
と

い
う
任
務
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
感
興
港
よ
り
日
本

海
を
渡
る
た
め
に
来
た
が
、
日
本
海
に
は
敵
の
機
雷
が
敷
設
さ
れ

て
い
て
渡
航
で
き
ず
、
こ
の
学
校
に
宿
泊
し
て
対
ソ
戦
法
の
訓
練

に
明
け
く
れ
た
の
で
あ
る
。

八
月
二
十
日
終
戦
。
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い

て
、
兵
全
員
激
涙
し
た
。
数
人
の
将
校
は
自
決
し
た
の
で
あ
る
。

翌
日
ソ
連
野
戦
軍
の
約
百
名
の
男
女
兵
が
宿
泊
兵
舎
を
取
り
巻
い

て
武
装
解
除
を
要
求
し
て
き
た
。
部
隊
全
員
兵
器
を
持
っ
て
全
員

校
庭
に
集
合
。
こ
の
と
き
完
全
に
兵
器
は
ソ
連
兵
に
没
収
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
九
月
十
三
日
、
兵
舎
を
出
発
す
る
ま

で
の
間
、
約
一
か
月
余
の
間
、
八
回
に
至
る
非
常
呼
集
を
か
け
ら

れ
、
官
物
私
物
持
ち
物
全
部
携
帯
し
て
庭
に
集
合
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
都
度
、
目
ぼ
し
い
物
は
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
あ
と
残
さ
れ
た
持
ち
物
と
し
て
は
、
外
套
、
飯
盒
、
水

筒
、
冬
長
靴
、
毛
布
そ
の
他
日
用
品
若
干
で
あ
る
。
食
料
に
な
る

品
物
は
携
帯
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

九
月
十
三
日
朝
四
時
、
非
常
呼
集
が
あ
り
、
全
員
集
合
さ
せ
ら



れ
、
ソ
連
将
校
が
諸
君
は
こ
れ
よ
り
東
京
ダ
モ
イ
ダ
モ
イ
と
連
呼

し
た
の
で
あ
る
。
出
発
、
同
港
よ
り
輸
送
船
に
乗
せ
ら
れ
て
、
東

京
で
は
な
く
ソ
連
地
ナ
ホ
ト
カ
港
に
入
港
し
た
の
で
あ
る
。
同
港

に
は
三
日
間
船
中
で
生
活
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
三
日
間
食
品
は
一
回

も
配
給
な
し
。
水
筒
の
水
だ
け
で
あ
っ
た
。
上
陸
の
指
令
で
上
陸

す
る
と
、
一
人
馬
鈴
薯
三
個
配
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
話
に
よ
る

と
、
日
本
海
の
渡
航
は
で
き
な
い
の
で
、
当
分
の
間
、
こ
の
地
で

労
働
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
陸
地
よ
り
目
的
地

に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
中
は
歩
き
、
夜
間
は
羊
の
群
の
ご
と

く
野
宿
で
あ
る
。
周
囲
は
ソ
連
兵
が
着
剣
で
歩
■
に
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

三
日
目
に
目
的
地
で
あ
る
捕
虜
収
容
所
に
到
着
す
。
収
容
所
名

は
ス
ー
チ
ャ
ン
地
区
第
十
二
収
容
所
ト
ダ
ゴ
ー
地
名
で
あ
っ
た
。

収
容
所
は
山
中
に
あ
り
、
三
棟
あ
り
、
一
棟
の
長
さ
約
百
メ
ー
ト

ル
、
幅
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
、
二
段
張
り
で
あ

る
。
兵
隊
の
階
級
は
廃
却
し
て
、
五
十
人
一
組
と
し
て
下
士
官
級

が
長
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
収
容
所
の
人
員
は
、
陸
軍
兵
二
千

五
百
人
、
海
軍
兵
千
三
百
人
、
計
三
千
八
百
人
で
生
活
が
始
動
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
は
人
間
扱
い
の
生
活
で
は
な

か
っ
た
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
正
直
に
記
し
て
ま
い
る
。

朝
六
時
起
床
、
全
員
点
呼
後
、
体
操
を
す
る
。
食
事
は
燕
麦
、

コ
ウ
リ
ャ
ン
、
馬
鈴
薯
、
ス
ー
プ
。
こ
の
五
品
の
中
よ
り
、
食
事

の
た
び
に
一
品
配
給
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
仕
事
は
石
炭
掘

り
、
道
路
づ
く
り
、
大
工
、
左
官
、
そ
の
他
の
雑
役
で
あ
っ
た
。

十
一
月
に
入
る
。
収
容
所
の
幕
舎
に
ツ
ラ
ラ
が
下
が
っ
て
き

た
。
暖
房
用
の
ド
ラ
ム
管
は
一
棟
に
三
個
だ
け
で
あ
る
。
棟
の
周

り
は
土
砂
を
盛
り
上
げ
て
、
丸
太
の
壁
と
し
て
あ
る
。
ド
ラ
ム
管

に
は
薪
を
投
げ
入
れ
、
こ
れ
も
夜
八
時
消
灯
ま
で
で
あ
る
。
一
例

で
あ
る
が
、
一
日
の
生
活
と
し
て
朝
七
時
出
発
、
作
業
現
場
に
向

か
う
。
到
着
、
作
業
す
る
。
夕
方
五
時
帰
路
に
つ
く
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
二
か
年
の
間
、
風
呂
は
一
回
も
入
ら
な
い
。
夏
は

近
く
に
流
れ
る
小
川
へ
入
り
、
水
浴
三
回
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
年
目
の
冬
は
兵
約
三
百
人
が
死
亡
し
た
。
二
年
目
の
冬
は
兵

約
六
百
人
が
死
亡
し
た
。
全
員
死
亡
さ
れ
た
方
は
栄
養
失
調
で
あ

る
。
墓
穴
は
地
面
が
凍
っ
て
い
て
掘
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
き

火
を
し
て
土
を
熱
し
、
土
が
若
干
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
と
き
に
鉄

棒
で
掘
る
の
で
あ
る
が
、
五
十
セ
ン
チ
の
深
さ
に
す
る
に
は
三
日

間
は
か
か
る
の
で
あ
る
。
鉄
棒
の
先
が
尖
っ
て
い
て
、
ト
ン
ト
ン



と
落
と
し
て
穴
を
掘
る
の
で
あ
る
。

墓
舎
の
中
は
ツ
ラ
ラ
が
下
が
り
、
寝
具
は
な
く
、
着
た
ま
ま
ご

ろ
り
で
あ
る
。
防
寒
靴
、
外
套
、
防
寒
帽
、
毛
布
一
枚
着
用
し
、

野
草
の
干
し
た
も
の
で
体
の
外
部
に
囲
っ
て
、
モ
ル
モ
ッ
ト
の
よ

う
に
し
て
寝
る
の
で
あ
る
。
夜
は
寒
く
て
眠
れ
な
い
。
小
便
に
行

く
の
は
一
夜
で
三
十
回
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
冬
期
は
零
下
三
十
五
度

以
下
に
な
る
と
作
業
中
止
で
あ
る
。
し
か
し
、
働
か
ざ
る
者
は
食

う
べ
か
ら
ず
の
原
則
に
基
づ
く
た
め
、
食
事
は
一
日
一
回
で
あ

り
、
馬
鈴
薯
三
個
だ
け
で
あ
っ
た
。
作
業
場
で
の
中
食
は
、
常
に

燕
麦
で
あ
り
、
飯
盒
一
杯
を
三
人
で
分
配
す
る
の
で
あ
り
、
分
け

た
あ
と
た
き
火
を
し
て
こ
の
燕
麦
の
中
に
木
の
皮
、
草
の
根
、
草

の
葉
な
ど
を
水
で
増
し
て
各
自
腹
が
満
腹
に
な
る
よ
う
み
な
工
夫

す
る
の
で
あ
っ
た
。
年
間
通
じ
て
風
呂
に
一
度
も
入
っ
た
こ
と
は

な
く
、
洗
濯
も
一
度
も
な
い
。
着
用
の
物
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
ら
な

い
と
交
換
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
た
め
全
員
シ
ラ
ミ
が
繁
殖
し

て
、
服
衣
類
の
す
べ
て
の
と
じ
目
の
折
り
重
な
っ
た
個
所
は
、
シ

ラ
ミ
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
は
い
回
っ
て
い
た
。
大
便
所
は
板
の
長
さ
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も
の
二
枚
並
べ
、
間
仕
切
り
は
な
く
、
列
を

な
し
て
の
大
便
で
あ
る
。
前
の
人
の
尻
は
丸
見
え
で
あ
る
。

週
一
回
の
休
日
は
、
暖
房
用
の
薪
と
り
に
山
中
に
入
っ
て
担
ぎ

出
す
の
で
あ
る
。
伐
採
は
鋸
で
す
る
。
ド
ラ
ム
缶
で
燃
や
す
一
週

間
分
と
炊
事
に
使
う
薪
も
運
ぶ
の
で
あ
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
医

師
の
目
に
見
え
る
外
傷
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
病
気
は
ほ

と
ん
ど
認
め
て
く
れ
な
い
。
下
痢
な
ど
の
場
合
は
血
便
を
確
認
し

て
、
後
休
業
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
誰
も
口
を
開
い
て
話
を

す
る
人
は
い
な
い
毎
日
で
あ
る
。
腹
が
す
く
か
ら
で
あ
り
、
力
が

出
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ズ
ボ
ン
が
切
れ
て
つ
く
ろ
い
た
い
の
で
あ

る
が
、
針
も
糸
も
た
い
。
落
ち
て
い
た
細
い
針
金
で
つ
く
ろ
い
止

め
す
る
の
で
あ
る
。

正
月
三
日
間
は
休
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
日
一
回
馬
鈴
薯
三
個
の

み
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
二
年
余
の
間
、
青
野
菜
は
一
回
も
食
べ

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
の
周
り
は
、
鉄
条
綱
を
張

り
め
ぐ
ら
し
、
二
十
四
時
間
四
隅
に
は
歩
■
兵
が
立
っ
て
い
る
。

月
二
回
程
度
の
銃
声
が
し
た
が
、
脱
走
者
の
射
殺
音
が
あ
る
。
だ

が
、
誰
も
見
に
行
か
な
い
。
今
朝
も
戦
友
が
三
人
死
亡
し
た
。
栄

養
失
調
で
あ
り
、
数
人
で
抱
き
か
か
え
て
裏
山
に
運
び
、
鉄
棒
で

掘
っ
た
穴
の
中
に
埋
葬
し
た
の
で
あ
る
。
木
片
に
氏
名
だ
け
書
い

て
立
て
た
ま
ま
で
あ
り
、
雨
風
の
た
め
、
数
ヵ
月
で
飛
ん
で
し



ま
っ
て
、
誰
の
墓
標
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

入
ソ
以
来
、
私
た
ち
は
人
間
扱
い
で
な
く
、
動
物
の
扱
い
で

あ
っ
た
。
冬
期
は
雪
の
中
の
作
業
、
一
部
石
炭
掘
り
作
業
、
夜
中

は
ツ
ラ
ラ
の
下
が
る
幕
舎
の
中
の
生
活
。
食
事
は
朝
昼
夜
一
回
一

品
食
だ
け
、
飯
盒
一
杯
を
三
人
で
分
け
合
っ
て
の
生
活
で
あ
っ

た
。
突
然
私
た
ち
は
栄
養
失
調
（
肛
門
が
天
井
を
向
く
）
状
態
者

百
人
、
六
月
初
旬
ラ
ー
ゲ
ル
を
出
発
、
ダ
モ
イ
、
舞
鶴
港
に
上
陸

し
た
の
で
あ
る
。
港
の
段
々
畑
に
は
、
真
黄
色
い
麦
が
美
し
く

実
っ
て
い
た
。
あ
あ
、
こ
れ
で
夢
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
祖
国
の

港
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
感
無
量
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
死
ん
で

も
共
産
主
義
者
に
は
な
ら
な
い
決
心
で
あ
る
。

ソ
連
沿
海
州
「
ア
ク
ー
ル
収
容
所
」
の

「
忘
れ
得
ぬ
記
憶
」　 

新
潟
県
　
三
重
堀
芳
三
　 

昭
和
二
十
年
十
月
一
日
、
中
千
島
よ
り
入
ソ
、
着
い
た
港
は
沿

海
州
の
「
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
」

。
そ
の
後
、
種
々
作
業
を
し
た
が
、
約

二
年
間
過
ぎ
た
。
約
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
北
方
の
奥
だ
と
思

わ
れ
る
「
ア
ク
ー
ル
収
容
所
」
に
や
ら
さ
れ
た
。
今
回
は
そ
の
中

の
飢
餓
、
生
活
の
極
限
の
状
況
の
一
部
を
述
べ
て
み
る
。

一
日
の
作
業
が
終
了
し
、
今
、
生
活
の
中
で
何
よ
り
も
一
番
楽

し
い
こ
と
、
そ
れ
は
夕
食
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
チ
ト
小
さ
い
じ
ゃ

な
い
か
」

、
こ
れ
は「
皮
ば
か
り
」

、
こ
れ
は
一
寸
軽
い
ヨ
」

、
目

の
色
を
変
え
て
の
言
い
合
い
だ
。
そ
れ
は
た
っ
た
一
人
当
た
り
百

五
十
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
を
、
手
製
の
「
天
秤
計
り
」
で
分
配
し
て

い
る
俺
た
ち
の
集
ま
り
の
言
葉
で
あ
る
。

そ
し
て
分
配
し
た
パ
ン
を
今
度
は
ク
ジ
引
で
受
け
取
る
の
で
あ

る
。
主
食
は
そ
れ
し
か
な
い
か
ら
、
み
な
は
真
剣
な
の
だ
。
ち
ょ

う
ど
わ
か
ら
ず
屋
の
子
供
と
同
じ
「
餓
鬼
」
と
で
も
言
う
か
、
み

な
は
腹
が
減
っ
て
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
副
食
と
し

て
大
豆
と
緬
羊
の
内
臓
（
も
つ
）
と
岩
塩
と
を
味
付
け
し
た
も

の
、
そ
れ
が
「
豆
の
ス
ー
プ
」
と
で
も
言
う
か
、
汁
の
方
の
多
い

も
の
で
あ
っ
た
。
量
は
飯
盒
の
中
盒
に
入
る
量
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
き
ま
っ
た
献
立
が
一
日
三
度
と
も
同
じ

で
、
三
か
月
以
上
も
続
い
た
。
そ
れ
が
嫌
い
だ
と
し
た
ら
食
べ
物

が
な
い
。
そ
の
糧
秣
（
大
豆
）
が
終
わ
る
と
、
ま
た
同
じ
物
が
く




